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上位5チームに絞られいよいよ本抽選にまずは抽選順序を決める予備抽選から

ｨ3卯事業■
＃灰

陛 3 0這一詞苧フテ
ノbラノ､ラ

源キバキの
2月17日セーフテイ300事業の抽選会がコ

ミュニティーセンターで行われ、無事故・

無違反を達成したチームの代表者が100万円

を目指して抽選に挑みました。

【関連記事2～5ページ】
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一

昨
年
四
月
六
日
か
ら
今
年
一
月
三

十
日
ま
で
の
三
百
日
間
展
開
し
た

「
セ
ー
フ
テ
ィ
伽
事
業
」
の
報
償
金

百
万
円
贈
呈
チ
ー
ム
を
選
ぶ
抽
選
会

が
二
月
十
七
日
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
抽
選
の
結
果

「
本
町
納
税
組
合
Ａ
チ
ー
ム
」
に
百

万
円
が
贈
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

抽
選
は
、
無
事
故
・
無
違
反
を
達

成
し
た
チ
ー
ム
の
代
表
者
が
直
接
抽

選
機
を
回
し
て
行
わ
れ
、
ま
ず
、
上

位
十
チ
ー
ム
に
絞
り
込
む
抽
選
、
そ

の
中
か
ら
さ
ら
に
上
位
五
チ
ー
ム
に

絞
り
込
む
た
め
の
抽
選
と
、
二
回
の

予
備
抽
選
が
行
わ
れ
、
会
場
か
ら
は

抽
選
機
を
回
す
ご
と
に
歓
声
が
上
が

っ
て
い
ま
し
た
。

盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
の
は
、
上

位
五
チ
ー
ム
に
よ
る
最
終
抽
選
。
結

果
は
三
番
目
に
抽
選
機
を
回
し
た

チ
ー
ム
の
代
表
者
が
自
ら
抽
選

本町納税組合
Aラーム

I

安
三
三
佐
三
三

園 保
和
和
藤
和
和
田
田
山
藤

静雄

孝治

清也

良五郎

昌市

博明

道雄

忠弥

夕香子

典子

く敬称略〉

似
見
事
一
番
く
じ
を
引
き
当
て
た
、

安
保
静
雄
さ
ん

「
本
町
納
税
組
合
Ａ
チ
ー
ム
」
の
代

表
安
保
静
雄
さ
ん
（
相
内
）
が
見
事
一

番
く
じ
を
引
き
当
て
百
万
円
の
権
利

を
猶
得
し
ま
し
た
。

百
万
円
の
栄
冠
を
狸
得
し
た
安
保

さ
ん
は
「
抽
選
に
は
百
万
円
を
当
て

よ
う
と
強
気
で
臨
ん
だ
。
チ
ー
ム
の

み
ん
な
に
い
い
報
告
が
で
き
ま
す
。

藤
成
村
佐

／ ~、

セーコラィョ的事業達成ラーム抽選結果
こ
れ
か
ら
も
無
事
故
・
無
違
反
を
続

け
る
た
め
気
を
引
き
締
め
て
い
き
ま

す
」
と
笑
顔
で
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

今
年
で
三
回
目
と
な
る
同
事
業
は
、

④参加者総数918人●無事故・無違反達成32チーム

セーフテイ300事業で見事100

万円の栄冠に輝いた本町納税組

合Aチームに3月7日100万円

分の商品券が贈られました。

贈呈式には村山夕香子さん、

三和孝治さんが出席｡｢安全運転

に心がけ､無事故･無違反を継続

したい｣と笑顔で話ていました。

★1回目抽選会（達成32チームから10チーム選定）
道の駅十三湖高原チーム(代表八木澤泉）｛
本町納税組合Aチーム（代表安保静雄）｜
洗磯崎神社氏子青年会Aチーム（代表山田敏昭）’
津軽スボーツエ業㈱Aチーム（代表葛西真理子），
ヤマカチーム（代表相坂利雄）
ゴールドクラブチーム（代表三和有敏）
笹山木材チーム（代表笹山善和）
若松チーム（代表小笠原俊治）
ミス津軽・・米チーム（代表太田富士号）
いそまつチーム（代表藤田範道）

ノ

●

★2回目抽選会（5チーム選定）
本町納税組合Aチーム（代表安保静雄）｜

②ヤマカチーム（代表相坂利雄）
③若松チーム．（代表小笠原俊治）
④洗磯崎神社氏子青年会Aチーム（代表山田敏昭）
⑤ミス津軽・・・米チーム（代表太田富士子）
※○数字は順位

ノ
ー

j
★最終抽選会（1チーム選定）
本町納税組合Aチーム（代表安保静雄）

九
十
チ
ｉ
ム
、
九
百
十
八
人
が
登
録

し
て
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
無
事
故
・

無
違
反
達
成
は
三
十
二
チ
ー
ム
と
な

り
、
達
成
率
は
三
五
・
六
％
で
し
た
。

ノ、



(3)広報しうち

P無鬮菱達磯夛戚無事 鯉；事業 い;鯛壷樋 泡-罰 イ
■■■■

●期間：平成13年4月6日～平成14年1月30日 ※太字は代表者

｜ チ ー ム 名 構成メンバーチーム名 構成メンバー

中島
豊島
相坂

奈良
秋田谷

相
松
白
浜
中

てつ子

智恵子
久子

郁子

春江

竹子

セ ツ

美世子
ふみ子
登志子

川
橋
川
田
井

三和有敏・木津谷三春

三和孝幸・秋田谷克春
秋田谷美智子・秦幸彦
三浦國明・三上功 一

岩 間 茂 ・ 三 和 竹春

卜三美人倶楽部A級チーム

男0人
女10人
計10人

ゴールドクラブ

人
人
人

９
１
ｍ

男
女
計

奈良
沢 田

秋田谷
三和

奈良

悦
一
節
子
江

奈良
秋田谷

三和

奈良
木村

源
京

ケエ

勇男
平作
正弘
てるえ

島津護・島津由紀子
島津留美子・越野清志
佐藤健一・三和一義
大澤由勝・宮本忠造
武田裕幸・宮本美好

亥相内木材㈱

人
人
人

５
５
ｍ

男
女
計

人
人
人

７
３
ｍ

男
女
計

葉
初

川内勇一・台丸谷正義
葛西郁雄・工藤ゆかり
石岡桜子・成田教子
櫛引美代子・高橋 浩子
川内京子・石岡明子
横山明子・成田涼子

葛西真理子・秋
三浦栄子・猿
米谷節子・川
三和真知子・奈
佐藤智明・石

秋田谷

猿賀

川ロ

奈良
石川

やえ子

照 子

文 子
和 子
久 子

ド脇元IIU･内会B組

男3人
女9人
計12人

津軽スポーツエ業㈱A

男0人
女10人
計10人

善
博
恵

笹
篠
笹
成
成

●
●
号
●
●

和
美
一
勉
栄

山
山
山
田
田

博康

カツ子

文子

晴仁
正晴

笹
笹
笹
成
成

山
山
山
田
田

村 元悦 子・ 三和早苗

三和幸子・吉田節子
吉田明子・鈴木文子
角田八重子・佐藤節子
越野智也・白川康史

笹山木材津軽スポーツエ業㈱B
男2人
女8人
計10人

人
人
人

７
３
岨

男
女
計 玉

太田富士子・安田信子

中野明子・小田桐栄子
岩間紀子・武田京子
斎藤弘子・下山奈保子
岩間いく子・安保サッミ

和つ ぎ 子
本雪 子
和敬 子

田谷催子

嶋ひで子

柏
三
三
柏
吉

祐美子

みや子
真智子
たみ子

桂子

谷
浦
和
谷
田

三
岡
三
秋
神

ミス津唯…米ゆっくり走ろう青森県

男0人
女10人
計10人

男0人
女10人
計10人

泉・八木 澤康
淳・秋田谷龍吾

加奈子・浜田るり子
洋 子 ・ 山 内守栄
い つ ・ 石 岡洋子

澤
澤
田
谷
内

木
木

八
八
安
竹
山

工 藤富 子・ 奈良恵子

奈良百合子・奈良七 重子
古川美穂子・奈良厚子
土I岐松美・奈良靖子
青山路子・奈良美智子

道の駅十三湖高原太田やまびこ会B

男0人
女10人
計10人

人
人
人

４
６
ｍ

男
女
計

田春士

島正治
川章 次郎
浅信一

村千 代吉

浜田ヤサシ・浜

藤本則子・豊
田中繁・相
相川雅散・湯
浜田喜美子・中

笹山初子・秋田谷詔子
安保和子・安保伊美子
三 和 い つ ・ 三 和 美保子
白川稲子・成田洋 子
奈 良 洋 子 山 田 さみ
斉 藤 恵 子 ・ 佐 藤 トミエ

青森ひば市浦村商工会女性部

男0人
女12人
計12人

人
人
人

７
３
ｍ

男
女
計

山田敏昭・葛西武和
成田英治・川内敏春

中山直之渡辺祐一
成IﾓI幾．葛西達也
竹谷博松橋浄嗣

幸
朗
幸
一
則

育二
洋子

慎二

明雄

真由美

亀 秀井
坂
井
島
間

中
相
中
中
本

田
藤
島
浦
川

洗磯崎ｲIII社氏子背年会Ａ
人
人
人

罐
郡
如
洲

壮青年団A 工
豊
梶
白

好
昭
一

人
人
人

８
２
ｍ

男
女
計

鎌田和廣・山田勝明
竹谷裕治・本荘裕子
武 田 義 光 ・ 柏 谷 清彦

寺谷武竹谷博則
古川徹・川1コ秀樹

有馬真・上野清 人
白川松江・豊島金 一
鎧烏義一・松橋茂二
岩 館 美 智 也 ・ 新 岡正治
新岡美代子・・中井春香
若山 武 彦

役場ガンバB壮青年団B

人
人
人

９
１
ｍ

男
女
計

男8人
女3人
計11人
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構成メンバー チ ーム 名 構成メンバーチーム名

相 馬 柳 子 ・ 工 藤 まき子
工藤理美子・古川宏

亀田克彦・成田勝夫
堀川重郎・相馬孝雄

工藤広行・工藤明美
平野勝彦・石岡幸彦

高橋信男・中田一

小 寺 雅 巳 ・ 櫛 引

寺田常一・工藤健
長 内善 裕・ 萬谷
中 山 直 美 ・ 工 藤高
田名部亘

一則

隆

健次郎
衛

壱・一

チーム久保田ハニホーノ、ニノ､－

人
人
人

８
４
胆

男
女
計

男10人
女0人
計10人

安保静雄・三和孝治
三和清也・佐藤良五郎
三和昌市・三和博明

藤田道雄・成田忠弥
村山夕香子・佐藤典子

田中寿博・工藤広直

三和清規・岡本強

三和秀夫・木津谷清蔵
三浦恭武・佐々木邦也

小倉大介・佐々木顕仁
吉田誠一

ファイヤーファイター

男11人
女0人
計11人

*I111納税組合A

人
人
人

８
２
ｍ

男
女
計

小笠原俊治・福井十三雄
吉田鉄美・工藤肇
工藤良子・小笠原孝子
工藤育子・三和兵吾
木津谷千江葛西動
佐々木晃

櫛引智恵・櫛引岩光
葛西哲民・葛西澄江
富坂明弘・富坂由美子

櫛引き〈子・櫛引みつ子
櫛引一・櫛引一次

若 松 山子親和会

男7人
女4人
計11人

男5人
女5人
計10人

三和均・葛西

福井俊美・相澤
中畑藤雄・笹山
成田長代・工藤
島津典明・木村

西敬太郎

澤治
山精喜
藤武則

l･清左衛門

鳴 海 萬 ・ 工 藤智美

小笠原康仁・櫛引静子
藤田靖・柏谷肇
下山祐逸・成田弘子
宮本雅子・成田隆俊

識
今
云 市浦農協

人
人
人

加
０
蛆

男
女
計

人
人
人

６
４
ｍ

男
女
計

白戸武美・樋口 貴 俊
佐藤恵美子大西伸一
会津育子・番場武明
種村嘉修・西巻伸洋
須藤和稔・北澤苗子
相馬明葉．三一上登志子

藤田三男・和｜嶋訓子

田中繁雄沢田繁太郎
相澤繁一・成田岩元
藤田栄子・相沢和子
伊南佳子・伊南ツサ

市浦中学校 磯松町内会

人
人
人

７
５
皿

男
女
計

人
人
人

５
５
ｍ

男
女
計

山田正伸・山田ひとみ

上野潔・山田博伸
成田勇蔵・葛西哲

成田寿光・角田雅 裕
長谷川正春・薮田美津子

相坂利雄・相坂トシエ

柳 谷 栄 ・ 柳 谷龍大

中井勝雄・若山道晴

若山和子・大沢丈己
柳谷みきゑ・柳谷由美子
相坂智和子

㈲山田工業 ヤマ力

男8人
女2人
計10人

男6人
女5人
計11人

（
藤田範道・藤

村元朗芳・村

藤田仁・藤
新岡正継・新
村元秀子・藤

尚 子

藤美
晴美
千登利

時江子

柏谷美智雄・米谷勇蔵
秦義雄・柏谷マッエ
エ藤富宏・山田進

工藤与三郎・上野伊仁治
上野ヤエ・奈良武一

田
元
田
岡
田

いそまつ 浜町納税組合

人
人
人

４
６
ｍ

男
女
計

人
人
人

８
２
ｍ

男
女
計

◆セーフテイ300事業参加チーム90チーム

◆参加総数918人〔男500人・女418人〕
◆達成32チーム（達成率356％）
◆達成者総数332人〔男182人(達成率36.4％）・女150人(達成率35.9％)〕

》
算
鰔
｛
看
弥
鯏
州
荊
肛
恰
柵
鍬

溌
日
市
浦
村
商
工
会
に
お
い
詩

劣
て
開
催
さ
れ
、
秋
田
谷
絵
詫

溌
梨
花
さ
ん
が
見
事
一
級
に
共

鈎
合
格
し
ま
し
た
。
受
験
者
諾

常
数
は
十
五
人
で
合
格
者
は
紬

締
次
の
と
お
り
で
す
。

純
▼
一
級
秋
佃
酪
雛
郷
梛
）
》

龍
▼
二
級
本
荘
志
織
劣

亜
”

（
辻
分
珠
算
塾
）
曲
如

鰄
▼
三
級
平
野
雄
大
龍

秋
田
雅
治
鍬

圭
恥
（
辻
分
珠
算
塾
）
垂
坐

洲
▼
五
級
岫
嚥
難
雌
紬

亜
鈍溌

汪
分
珠
算
塾
溌

紳
▼
七
級
藤
田
崇
洸
龍

木
村
亜
裕
美
能

錘
恥

（
辻
分
珠
算
塾
）
錘
鎚

鈴
恥

趣
幽

燕
溌
詩
晶
典
艶
艶
艶
艶
艶
艶
難
縫
《

錘
”龍錨

小
曲
心

華
北

亜
錠

鈍
”

亜
小

曲
北

……蝿………銅必鈍…
●も心も●､の等ども必もり＄●もりじ

鈍
拶も

鐙

里 お骨異
墾め略室
罹で詫

砂も

錘

と 美
一 亜

つ 襲
芭も

詮

･凡｡………坐鎚地圭典
●もりもgbぎら●進●もの延びら●も

秋田谷絵梨花さん

弛北垂…“華…錘………曲……
ぎじ●じごもeも包むゅらa巳色も●beも必むぎも●む②色
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三
回
目
の
セ
ー
フ
テ
ィ
伽
事
業
に

町
内
会
の
納
税
組
合
の
メ
ン
バ
ー
で

登
録
し
、
無
事
三
百
日
間
無
事
故
・

無
違
反
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

抽
選
会
で
は
、
「
百
万
円
は
我
が

チ
ー
ム
に
」
と
い
う
強
気
な
気
持
ち

で
臨
ん
だ
の
が
良
か
っ
た
み
た
い
で
、

』 可

備
表
村
元
悦
子
』

Ｆ
、
１
１
‐
！
‐
‐
，
‐
‐

会
社
の
仲
間
と
チ
ー
ム
を
結
成
し
、

セ
ー
フ
テ
ィ
伽
事
業
に
参
加
し
て
三

年
、
「
今
年
こ
そ
は
百
万
円
獲
得
」
を

合
言
葉
に
日
々
安
全
運
転
を
心
が
け

て
参
り
ま
し
た
。
今
回
か
ら
チ
ー
ム

の
代
表
者
が
抽
選
す
る
こ
と
に
な
り
、

責
任
重
大
で
胸
が
ド
キ
ド
キ
し
ま
し

た
。
抽
選
で
は
十
チ
ー
ム
に
は
残
っ

た
の
で
す
が
、
夢
か
な
わ
ず
残
念
．
：
。

こ
の
三
年
間
安
全
運
転
の
大
切
さ

を
十
分
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
気
を
緩
め
ず
、
家
族
の
た
め
自

分
の
た
め
、
安
全
運
転
に
務
め
て
い

き
た
い
で
す
。

謹
蜜
轆
裟
義

泳
脇
獅
瀧
組
嘗
公

・
ロ
、
。
。
ｂ

、
浮
慰
侭
豪
安 Ａ

顎保 Ｂ
チ
Ⅱ
至

元
悦
子

マ
ー
ム

静
雄

可 F『

セ
ー
フ
テ
ィ
剛
事
業
に
十
一
人
の

仲
間
と
参
加
し
て
、
め
で
た
く
無
事

故
・
無
違
反
を
達
成
。
二
月
十
七
日

の
抽
選
会
に
出
席
し
て
ク
ジ
を
引
き

第
二
位
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

通
常
二
位
と
い
う
成
績
は
賞
品
を

た
く
さ
ん
も
ら
っ
て
意
気
揚
揚
と
引

き
上
げ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
が
、

こ
の
抽
選
会
は
違
っ
て
い
ま
し
た
。

一
位
の
チ
ー
ム
だ
け
は
賞
金
大
枚
百

万
円
也
。
二
位
以
下
ビ
リ
ま
で
賞

金
・
賞
品
ゼ
ロ
で
、
飴
玉
一
つ
も
な

〃
一
等
に
当
選
〃
し
た
瞬
間
は
「
ヤ

ッ
タ
ー
」
と
思
わ
ず
ガ
ッ
ッ
ポ
ー
ズ

が
で
ま
し
た
。

十
人
の
メ
ン
バ
ー
が
無
事
故
無

違
反
に
思
い
を
一
つ
に
し
、
頑
張
り

勝
ち
取
っ
た
喜
び
で
す
。

抽
選
会
場
の
壇
上
で
十
人
の
幸
せ

な
思
い
を
自
分
ひ
と
り
で
味
わ
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

メ
ン
バ
ー
全
員
が
こ
の
思
い
を
今

後
も
持
ち
続
け
、
「
事
故
を
起
こ
さ

ず
．
事
故
に
遭
わ
ず
安
全
運
転
」

を
誓
い
合
い
ま
し
た
。
参
加
者
全
員

に
〃
感
謝
“
。

且 ■

ヤ
マ
力代

》
チ
ー
ム

表
頓
鞭
利
雄

可 戸

し
。
こ
れ
が
最
初
か
ら
の
約
束
だ
そ

う
で
す
。
な
ん
と
も
バ
カ
く
さ
い
よ

う
な
話
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
も
っ
と
驚
い
た
こ
と
は
参

加
し
た
九
十
チ
ー
ム
中
、
無
事
故
無

違
反
を
達
成
し
た
チ
ー
ム
が
三
十
二

チ
ー
ム
と
い
う
こ
と
で
す
。
セ
ー
フ

率
三
割
五
分
弱
で
す
。
な
ん
と
も
情

け
な
く
や
り
き
れ
な
い
気
分
に
な
っ

た
の
は
私
一
人
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

さ
ら
に
役
場
職
員
と
村
議
会
チ
ー

ム
を
合
わ
せ
て
八
チ
ー
ム
が
エ
ン
ト

リ
ー
ｃ
そ
の
中
で
セ
ー
フ
チ
ー
ム
は

二
チ
ー
ム
だ
そ
う
で
す
。
野
球
に
た

と
え
れ
ば
打
率
二
割
五
分
。
村
内
の

ベ
ス
ト
集
団
と
し
て
の
役
場
チ
ー
ム

で
い

に
し
て
「
こ
の
体
た
ら
く
」
。
こ
れ

も
ま
た
、
何
だ
か
情
け
な
い
話
で
あ

り
ま
す
。

三
回
目
の
セ
ー
フ
テ
ィ
畑
事
業
が

終
了
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は
、

こ
の
運
動
を
村
民
が
主
体
性
を
も
っ

て
、
懸
賞
金
に
充
て
る
財
源
を
含
め

て
、
継
続
し
て
い
く
よ
う
取
り
組
む

べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
三
年
間
、
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
で
村
民
に
こ
の
運
動
を

根
付
か
せ
て
く
れ
た
村
当
局
に
心
か

ら
感
謝
し
ま
す
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
ド
ラ
イ
バ

且

i‘．

■

蕊
チ
ー
ム

墜
表
奈
良
源
幌
源
幌

可 原

－
の
私
た
ち
は
家
族
は
も
ち
ろ
ん
、

知
人
・
友
人
に
心
配
を
か
け
な
い
よ

う
に
、
そ
し
て
事
故
な
ど
で
気
の
毒

な
思
い
の
す
る
人
を
村
内
か
ら
出
さ

な
い
運
動
と
し
て
、
将
来
に
向
か
っ

て
取
り
組
み
、
ぜ
ひ
成
功
さ
せ
た
い

も
の
で
す
。
み
ん
な
で
が
ん
ば
り
ま

↑
し
卜
参
、
「
ノ
○

う
ち
の
チ
ー
ム
は
、
ほ
と
ん
ど
が

会
社
の
仲
間
ば
か
り
で
す
。

だ
か
ら
当
然
一
日
の
大
半
が
ミ
キ

サ
ー
車
を
運
転
し
て
い
る
と
い
う
状

況
の
人
ば
か
り
な
の
で
す
ｃ

前
回
、
前
々
回
と
惜
し
く
も
違
反

者
が
い
て
、
「
ん
だ
れ
な
あ
。
や
っ

ぱ
り
な
ぁ
」
と
仲
間
が
言
っ
て
い
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
今
回
は
、
違
反
者

が
ゼ
ロ
と
い
う
事
。
驚
き
ま
し
た
。

抽
選
会
で
は
、
惜
し
く
も
ツ
キ
が

回
っ
て
来
な
か
っ
た
た
め
賞
金
は
手

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
あ
ら
た
め
て
常
に
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
着
用
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
ゆ
ず
り

合
う
、
と
い
う
こ
と
を
学
ん
だ
気
が

し
ま
す
。

ハ
ニ
ホ
ー
ヘ
ニ
ハ
ー
チ
ー
ム
は
、

大
型
車
を
乗
っ
て
い
る
た
め
、
少
し

の
気
の
緩
み
で
一
歩
間
違
え
る
と
大

事
故
を
起
こ
し
か
ね
ま
せ
ん
。
で
す

か
ら
こ
の
セ
ー
フ
テ
ィ
剛
事
業
が
終

ｈ

Ｆ

ハ
ー
素
肌
岱
六
Ｉ
チ
ー
ム

Ｉ
Ｌ
ｂ
Ｐ
ｔ
』

蕊
購
鵜
馬
柳
子

■
寺

Ｆ
‐
”
叩
！
；
‐
’
！
‐
‐
！
‐
，
‐
，
，
‐

■
０
伽
●
匡
』
一
一

柳
子

■ ■ 了
し
て
も
、
常
に
今
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
、
気
を
引
き
し
め
て
仕
事
に
精

進
し
た
い
も
の
で
す
。

セ
ー
フ
テ
ィ
伽
事
業
に
つ
い
て
、

一
言
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

こ
の
セ
ー
フ
テ
ィ
伽
事
業
は
交
通

事
故
防
止
に
は
大
変
効
果
が
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
今
日
の
国
及
び

地
方
自
治
体
等
の
財
政
事
情
の
悪
化

を
考
え
る
と
き
、
あ
え
て
行
政
に
委

ね
る
べ
き
で
は
な
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。こ

れ
か
ら
も
無
事
故
・
無
違
反
を

続
け
て
行
き
ま
す
。

下
脇
元
町

縦
、
Ｐ

１
心
升

愚
■■■■■■■

ジ
■
■
■
困
測
ｒ
秘
邑

尋 代
表

旬

蓬で
rW

内閥

謹
一
一

三

一
Ｂ
矛
Ｉ
ム

川
腐
勇
一

副〃

亀
ノ

ー

『言我'

－－罰

▲100万円の抽選を見守る参加者のみさなん L 』
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一.ー

M二海燕館元気海クラ‘jし
■■■■■■■■■■■■

～一フレ〕

零や、〆食尽ロ、
＝

●

F

★

4月1日～5月S1B

期間中新規|ご入会された方には石れぢく次の2点をプレゼント

U 割引

大人気のセミオーダータイプの水中運動用水着です。サイズ・スタイル色、全てお客さまのお好み
に合わせておつくりいただけます。

★女性用定価11,000円(税別）→9,800円(税込）

★男性用定価5,200円(税別）→4,600円(税込）
※サイズやスタイルによってお値段が変わる
場合もございます。

②し～うらIUど海遊館割引券(2枚）

入館料半額、もしくはアルコパック(海藻を用いた全身パック)やバンジェバス(数百のジェットの
水圧と気泡による全身のマッサージ）などのオプショントリートメント3割引、どちらかにお使いい
ただけます。

会員システム

会員種別 会員期間 会費

個人A会員
1年間
※1回のご利用に500円必要です

20,000円

個人B会員 1ヶ月間 5,000円

個人C会員 1年間 50,000円

個人6会員 6ヶ月間 25,000円

夫婦A会員 1年間 90,000円

夫婦B会員 1ヶ月間 9,000円

夫婦6会員 6ヶ月間 45,000円

子漂衾舅スタート

’

一

会 員狩典

◎運動プログラム無料1
毎日行われている運動プログラムに無料でご参加い

ただけます｡身体が硬くてあちこち痛い､体力が低くてち
ょっとしたことで疲れるなど､ご自分の体調に合わせて
ご参加いただくことで､さらに効果が出やすくなります。

◎年に2度の健康測定1
年に2回行われる健康測定にご参加いただけます｡ご

自分の体力､身体の能力を知ることで､この先何をする
べきかが分かりますし､続けて行うことで､効果が出たか
どうかも眼で見て分かります。

◎トレーニングルーム無料1
トレーニングルーム使用が無料

|’

皆さんのお子さん、お孫さんにも生活習慣病の魔の手は迫ってきます。現在、中学生以下の成人病が増加

しています。特に子供の生活習慣病は、運動不足が大きな原因といわれています。

海遊館で楽しく自然に運動不足を解消し、病気知らずの強い子になりましょう！！

会員種別 会員期間

子供A会員 2ヶ月間

子供B会員 6ケ月間

子供C会員 1年間

会 費

5,000円

12,500円

25,000円

★保護者の方が会員の場合のみ入会を認めます。

★運動プログラムには参加できません。

★対象年齢？4歳～小学6年生まで。中学生以上は大人会員と
なります。

★お子様のみのご利用はできません。



(7)広報じうら

’二
月
二
十
四
日
、
「
村
民
憲
章
の
具

現
化
を
目
指
し
た
生
涯
学
習
の
マ
チ

づ
く
り
を
推
進
し
よ
う
」
と
第
五
回

市
浦
村
生
涯
学
習
推
進
大
会
が
村
民

約
一
八
○
人
が
参
加
し
て
開
か
れ
ま

し
た
。開

会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
参
加
者

全
員
で
村
民
憲
章
を
唱
和
し
た
あ
と
、

子
ど
も
の
育
つ
環
境
創
り
を
考
え
る

川
人
が
参
加
し
て
生
涯
学
習
推
進
大
会

平
成
十
三
年
市
浦
村
ス
ポ
ー
ツ
賞
の

授
与
が
行
わ
れ
、
梶
浦
武
也
さ
ん

（
十
三
）
と
工
藤
恵
理
さ
ん
（
五
所
川

原
商
業
高
校
三
年
）
に
は
ス
ポ
ー
ツ

賞
、
秋
田
谷
正
人
さ
ん
（
相
内
）
と

湊
裕
美
（
相
内
）
さ
ん
に
は
ス
ポ
ー

ツ
奨
励
賞
が
贈
ら
れ
、
賞
状
と
記
念

品
を
手
に
し
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
、

木
村
教
育
長
が
主
催
者
を
代
表
し
て

あ
い
さ
つ
し
、
高
松
村
長
が
お
祝
い

の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

続
い
て
「
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も

の
育
つ
環
境
づ
く
り
を
考
え
よ
う
」

と
全
体
会
が
開
か
れ
＄
教
育
委
員
会

職
員
が
「
学
校
完
全
週
五
日
制
に
対

応
し
た
学
校
外
活
動
へ
の
取
り
組
み
」

と
題
し
て
話
題
提
供
を
行
い
、
そ
の

▲平成13年市浦村スポーツ賞受賞者。左から
湊さん、秋田谷さん、工藤さん、梶浦さん。

後
、
映
画
「
学
び
座
」
を
観
賞
し
ま

し
た
。I一

一
1

ら
一－ ー

ノー

色
ーF言一－1－一口

ー－1一己一＝

3月]0日(日)、わらび座の丸山有子さん（中里町出身）
による一人芝居「十三の砂山」が、コミュニティセ
ンターにおいて公演され、大盛況のうちに幕を閉じ
ました。

昨年末、わらび座より津軽地域で公演したいと、
話を持ちかけられ、村では各種団体、文化サークル
の方を中心に実行委員会（斎藤恵美子実行委員長）
を組織。チケット販売やポスター張り、会場の設営
など実行委員の方は大変苦労されましたが、たくさ
んの来場者で公演は無事終了。出演した丸山さんも
「舞台と観客がこんなに近かったのは久しぶり大変

気持ちが良かった」と話されていました。

▲関心の高さをうかがわせた生涯学習推進大会

最
後
の
意
見
交
換
会
で
は
、
参
加

者
か
ら
「
学
校
週
五
日
制
の
中
で
、

家
庭
で
の
し
つ
け
と
い
う
も
の
を
も

っ
と
大
事
に
し
て
ほ
し
い
」
「
地
域

の
明
る
い
環
境
づ
く
り
は
あ
い
さ
つ

か
ら
」
な
ど
と
意
見
が
だ
さ
れ
、
ま

た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
と
こ
ろ
、

「
映
画
の
題
材
が
非
常
に
良
か
っ
た
。

勇
気
、
や
る
気
、
感
動
を
も
ら
っ
た
」

「
毎
年
参
加
し
て
い
る
が
、
村
の
人

た
ち
が
集
ま
る
こ
の
よ
う
な
場
を
ど

ん
ど
ん
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。
大
変
勉

強
に
な
る
」
な
ど
、
参
加
者
に
と
っ

て
生
涯
学
習
に
対
す
る
意
識
を
高
め

る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

〔
平
成
十
三
年
市
浦
村
ス
ポ
ー
ツ
賞
一

▼
ス
ポ
ー
ツ
賞

，
梶
浦
武
也
（
十
三
）
県
民
体
育

大
会
陸
上
競
技
一
○
○
ｍ
優
勝
。

，
工
藤
理
恵
（
十
三
）
五
商
高
バ

レ
ー
部
員
と
し
て
県
高
校
総
合
体

育
大
会
優
勝
な
ど
。

▼
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

●
秋
田
谷
正
人
（
相
内
）
金
木
高
市

浦
分
校
陸
上
部
員
と
し
て
、
全
国

高
校
定
通
制
陸
上
大
会
に
一
○
○

ｍ
、
走
り
幅
跳
び
の
選
手
と
し
て

出
場
。

，
湊
裕
美
（
相
内
）
右
に
同
。

四
○
○
ｍ
、
二
○
○
ｍ
の
選
手
と

し
て
出
場
。

右上／丸山有子さん
（中里町出身）
の熱演。

左上／会場は330人
の人出でびっ
しり埋まる。

左下／握手会にもた
くさんの人が。
左が丸山さん

、
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r－－ー･･･''ー一ー一一ー'ーーーー一一一ー'ーー可

14月から､毎週土曜日を休みとする｢完全堂｛
|校週ら日制｣が全国すべての專校で始まります｡，
I子どもたちの学校外での時間が増え、家庭や地1
1域での教育の機会がこれまで以上に重要になり1

1ます。堂校の授業も、ゆとりの中で、子どもた1

1ち一人ひとりの｢生きる力｣を育てるために’
1教育の内容が変わります。
L一・一一.－－－－－－－－－－－－－－－－－』

完
全
学
校
週
五
日
制
で
、
毎
週
土

曜
日
が
休
日
に
！
休
み
の
日
は
、
家

庭
や
地
域
で
学
校
の
授
業
と
は
全
然

違
う
こ
と
を
体
験
し
た
り
、
自
分
の

好
き
な
こ
と
を
思
い
切
り
し
た
り
す

る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
。
隔
週
土
曜
日

休
み
の
現
在
で
も
、
ほ
と
ん
ど
の
子

ど
も
た
ち
が
、
土
曜
日
休
み
を
有
意

義
で
楽
し
い
と
感
じ
て
い
る
よ
う
で

す
。

「
休
日
が
増
え
た
ら
勉
強
の
時
間

が
減
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
の
学
力
が

ワ
。
巷
、
一
菫
学
校
誓
日
制
に
な
る
の
？

子
ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
を
育
て
る
た
め
に

完
全
学
校
週
五
日
制
に
な
っ
て
、

土
曜
日
の
休
み
が
増
え
た
分
、
学
校

で
の
授
業
時
間
は
減
り
ま
す
が
、
授

業
の
内
容
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う

落
ち
て
し
ま
う
の
で
は
」
と
心
配
す

る
人
た
ち
も
い
ま
す
が
、
子
ど
も
た

ち
の
学
び
の
時
間
は
年
中
無
休
で
す
。

学
校
で
の
授
業
だ
け
で
な
く
、
家
庭

や
地
域
で
過
ご
す
時
間
も
、
子
ど
も

た
ち
は
そ
こ
で
の
活
動
や
体
験
を
通

し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
ん
で

学
校
の
授
業
は
ど
う
変
わ
る
の
？

新
し
い
学
習
指
導
要
領
が
目
指
す
も
の

ノ、

か
。

文
部
科
学
省
が
学
校
・
学
年
ご
と

に
教
え
る
べ
き
内
容
を
定
め
た
「
学

習
指
導
要
領
」
も
、
完
全
学
校
週
五

日
制
に
併
せ
て
改
訂
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
し
い
学
習
指
導
要
領
で
は
、
ゆ
と

り
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
に
「
生
き

る
力
」
を
育
成
す
る
こ
と
を
基
本
的

な
ね
ら
い
と
し
、
四
つ
の
ポ
イ
ン
ト

を
重
視
し
た
教
育
内
容
に
変
わ
り
ま

す
。

◆
授
業
時
数
完
全
学
校
週
五
日
制

で
教
育
を
行
う
た
め
、
授
業
時
数

は
、
こ
れ
ま
で
よ
り
週
当
た
り
二

単
位
時
間
少
な
く
な
り
ま
す
。

◆
教
育
内
容
す
べ
て
の
子
ど
も
が

共
通
に
学
ぶ
内
容
は
、
社
会
生
活

を
営
む
う
え
で
必
要
と
さ
れ
る
基

い
ま
す
。

完
全
学
校
週
五
日
制
は
、
子
ど
も

た
ち
が
豊
か
な
体
験
に
よ
っ
て
豊
か

は
ぐ
く

な
心
を
育
め
る
よ
う
、
家
庭
や
地
域

で
の
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
な
ど
の

機
会
を
も
っ
と
増
や
し
て
い
こ
う
と

い
う
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
学
校
、

家
庭
、
地
域
社
会
が
互
い
に
協
力
し
、

一
人
ひ
と
り
の
子
ど
も
た
ち
に
「
生

き
る
力
」
を
育
む
こ
と
を
ね
ら
い
と

し
て
い
ま
す
。

色礎
的
・
基
本
的
な
内
容
に
厳
選
す

る
と
と
も
に
、
子
ど
も
一
人
ひ
と

り
が
興
味
・
関
心
等
に
応
じ
て
選

択
で
き
る
幅
を
拡
大
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
ゆ

と
り
の
中
で
じ
っ
く
り
学
習
し
、

基
礎
・
基
本
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

◆
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
新
設

子
ど
も
た
ち
が
社
会
の
変
化
に

対
応
し
、
た
く
ま
し
く
生
き
て
い

く
た
め
に
は
、
教
科
等
で
学
ん
だ

知
識
を
用
い
て
自
ら
課
題
を
発
見

し
、
自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
る
力

が
必
要
で
す
。
そ
う
し
た
力
を
育

む
た
め
に
、
体
験
的
な
学
習
や
問

題
解
決
的
な
学
習
を
重
視
し
、

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
を
新

設
し
ま
す
。
総
合
的
な
学
習
の
時

間
で
は
、
各
学
校
が
創
意
工
夫
を

生
か
し
た
特
色
あ
る
教
育
活
動
を

展
開
し
ま
す
。

〆 、

… ー
〃子どもが自分で課題を見つけ、自

ら堂び、自ら考え、主体的に判断
し、行動し、よりよく問題を解決
する力

鯵自らを律しつつ、他人と協調し、
他人を思いやる心や感動する心な
ど豊かな人間性とたくましく生き
るための健康と体力 」、

~新学習指導要領のボイン
①豊かな人間性や社会性、国際社会に生

きる日本人としての自覚を育成する

②自ら学び、自ら考える力を育成する

③ゆとりのある教育活動を展開する中で、
皇礎墓本の確実な定着を図り、個性
を生かす教育を充実する

④各学校が創意工夫を生かし、特色ある
教育、特色ある学校づくりを進める

、
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一
…

》
定
例
会
に
お
い
て
、
村
収
入
役
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

緯

山
田
氏
は
、
村
総
務
課
長
、

塒

氏
教
育
次
長
を
務
め
た
ほ
か
、
昭

恥
《

《》錨

》
山
Ⅷ
卯
脈
剛
恥
岫
藤
棚
算
五
期
》

識
簿
謬
灸
篭
讓
炎
零
筆
灸
奪
褒
姦
諺
蕊
緊
謡
蕊
姦
奪
鋳
灸
奪
鐇
灸
顎
蕊
炎
落
筆
灸
繁
鐙
幾
蕊
鐇
詮
簿
蜜
灸
落
零
錘

平
成
十
四
年
市
浦
村
議
会
第
一
回

定
例
会
は
、
三
月
七
日
か
ら
十
四
日

ま
で
開
か
れ
、
次
ぎ
の
こ
と
が
審
議

さ
れ
ま
し
た
。

◎
予
算
関
係

平
成
十
四
年
度
市
浦
村
一
般
会
計

予
算
ほ
か
七
件

◎
補
正
予
算
関
係

平
成
十
三
年
度
市
浦
村
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
七
号
）
ほ
か
七
件

、
，
‐
Ｉ

F
F

健
康
増
進
施
設
運
営
負
担
金

千
九
百
九
十
九
万
三
千
円

Ｂ
Ｓ
Ｅ
対
策
事
業
補
助
金

八
百
三
万
九
千
円

Ｅ
Ｍ
活
性
液
製
造
、
培
養
事
業

三
三
一
Ｋ

菫
一
一
一

＝呂

口
さ
れ
た
主
な
事
業
】

云
報

il

li
'‘｜
閤

凶I

生
目

百
九
十
万
八
千
円

・
地
積
調
査
用
パ
ソ
コ
ン
購
入
事
業

四
百
八
十
一
万
九
千
円

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金

千
六
百
八
十
万
五
千
円

◎
人
事
案
件

・
市
浦
村
収
入
役

山
田
勝
明
氏
再
任

・
監
査
委
員

坂
井
精
氏
再
任

・
脇
元
財
産
区
管
理
会
委
員

山
田
正
伸
氏
新
任

◎
条
例
関
係

市
浦
村
電
子
計
算
処
理
に
関
す
る

個
人
情
報
の
保
誰
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
ほ
か
十
四
件

◎
規
約
関
係

青
森
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
等

組
合
規
約
の
一
部
変
更

◎
報
告
関
係

・
市
浦
村
事
務
概
要
報
告
ほ
か
一
件

◎
認
定

・
村
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

◎
意
見
書
二
件

◎
一
般
質
問

三
和
孝
治
議
員
、
三
和
均
議
員
、

葛
西
敬
太
郎
議
員
、
福
井
俊
美
議
員

の
四
氏
が
行
い
、
次
の
こ
と
を
質
問

い
た
し
ま
し
た
。

▼
三
和
孝
治
議
員

①
市
町
村
合
併
問
題
に
つ
い
て

②
学
校
完
全
週
五
日
制
に
伴
う
教
育

改
革
と
地
域
社
会
の
連
携
に
つ
い

て
③
職
員
の
補
充
に
つ
い
て

④
市
浦
村
職
員
の
給
与
に
つ
い
て

▼
三
和
均
議
員

①
除
雪
作
業
に
つ
い
て

②
公
設
民
営
の
津
軽
テ
ク
ニ
ヵ
に
つ

い
て

③
相
内
地
区
の
墓
地
分
譲
に
つ
い
て

④
脇
元
・
磯
松
地
区
の
基
盤
整
備
事

業
に
つ
い
て

⑤
相
内
地
区
の
河
川
改
修
に
つ
い
て

⑥
農
業
関
係
の
各
種
助
成
事
業
に
つ

い
て

⑦
農
協
推
せ
ん
農
業
委
員
に
つ
い
て

⑧
西
北
五
環
境
整
備
事
務
組
合
の
ゴ

ミ
処
理
施
設
に
つ
い
て

⑨
健
康
増
進
施
設
に
つ
い
て

⑩
教
育
問
題
に
つ
い
て

▼
葛
西
敬
太
郎
議
員

①
市
浦
小
学
校
の
学
校
経
営
と
環
境

に
つ
い
て

▼
福
井
俊
美
議
員

①
市
町
村
合
併
問
題
に
つ
い
て

②
納
税
問
題
に
つ
い
て

③
国
民
健
康
保
険
税
と
高
額
医
療
費

に
つ
い
て

市
浦
村
で
は
、
平
成
十
四
年
二
月

十
九
日
で
建
物
無
火
災
三
○
○
日
を

達
成
し
ま
し
た
ｃ

こ
れ
か
ら
も
、
火
災
の
な
い
明
る

い
村
を
目
指
し
、
消
防
職
員
一
同
火

災
予
防
に
一
層
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
発
生
し
や

す
い
時
季
に
な
り
ま
し
た
。
日
ご
ろ

か
ら
「
火
災
予
防
」
を
心
が
け
て
い

る
住
民
の
皆
様
に
、
よ
り
一
層
の

「
火
災
予
防
思
想
」
の
普
及
を
図
り

火
災
の
発
生
を
防
止
し
、
死
傷
事
故

や
財
産
損
失
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
を

目
的
に
、
今
年
も
春
の
火
災
予
防
運

動
が
行
わ
れ
ま
す
。

期
間
は
四
月
八
日
㈲
か
ら
十
四
日

⑧
ま
で
の
七
日
間
で
す
。
期
間
中
は

次
の
こ
と
を
重
点
目
標
と
し
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

★
住
宅
火
災
住
宅
火
災
は
、
財
産

だ
け
で
な
く
貴
重
な
生
命
も
一
瞬

に
し
て
失
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
特

に
近
年
は
、
高
齢
者
が
犠
牲
と
な

る
住
宅
火
災
が
全
国
的
に
多
発
し

て
い
ま
す
。

①
寝
タ
バ
コ
は
絶
対
や
め
る
。

春
の
火
災
予
防
運
動

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用
す
る
。

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消
す
。

こ
の
三
点
を
習
慣
づ
け
ま
し
ょ
う
。

★
放
火
火
災
予
防
昨
年
は
弘
前
市

の
武
富
士
放
火
殺
人
事
件
の
よ
う

な
悲
惨
な
事
件
が
起
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
事
件
が
二
度
と
起
こ

ら
な
い
よ
う
地
域
で
放
火
き
れ
な

い
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま
し

よ
》
っ
。

★
消
火
器
事
故
防
止
消
火
器
の
寿

命
は
約
八
年
で
す
。
古
く
な
っ
た

消
火
器
は
、
破
裂
の
危
険
が
あ
り

ま
す
の
で
最
寄
り
の
消
火
器
業
者

に
処
分
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

★
林
野
火
災
予
防
林
野
周
辺
や
住

宅
付
近
の
火
入
れ
は
極
力
避
け
て

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
火
入
れ
に
際
し
て
は
消
防

署
に
届
出
が
必
要
で
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

た
し
か
め
て

火
を
消
し
て
か
ら

次
の
こ
と

統
一
標
語

ク

火
事
と
救
急
・
救
助
は
一
一
九
番

肖
、
姑
廊
〃

防

⑧

ネ

ツ

卜

ワ

I
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一
三
月
十
二
日
、
株
式
会
て
い
ま
す
。

濠
忌
蕊
鱸
提
。あ

り
が
と
う
一
」
ざ
い
ま
一

早
く
‐
り
ぱ
「
１
ｂ
９
１
し
ぐ
ｉ
し
岬

三
月
十
二
日
、
株
式
会

社
ト
ー
サ
ム
（
八
木
澤
淳

社
長
）
で
は
＄
「
社
会
福
祉

に
役
立
て
て
」
と
村
に
三

百
万
円
を
寄
付
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
八
木
沢
社

長
、
山
内
守
栄
専
務
が
村

長
室
を
訪
れ
、
高
松
村
長

に
八
木
澤
社
長
か
ら
目
録

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

村
で
は
、
社
会
福
祉
事

業
へ
活
用
す
る
こ
と
に
し

》
時
６
１
町
画
面
６
３
ｂ
ザ
Ｕ
、

ー－

1-公立金木病院診療日のお知らせ， 、罰
嘱

卿画聯珊W@"@IW
●平成14年4月より（○印は診療日）

クレサラ問題(借金)に悩む人たちの相談に無
料で応じます。

◆実施日時平成14年5月25日(土）
午前10時から午後4時まで

◆受付電話番号017-776-9009

◆実施場所青森市長島3丁目5番16号
青森県司法書士会館2階

◆相談料無料

◆主催青森県青年司法書士会
◆連絡責任者

〒037-006l青森県五所川原市鎌谷町502番地16
司法書士佐藤和代

TELO173-34-3579･FAX34-3638

月｜火|水|木|金|土’受付時間診療科

内科

外科

小 児科

産婦人科

皮 膚科

整形外科

眼科

診療日
午前8時30分から

午前11時30分まで
○ ○

○
’
○
’
○

’○’’

○'○'○'○
’’○’

午前8時30分から

午前11時まで

※産婦人科から眼科については、都合により休診となる場合がありま
すのでご確認ください。また、第2・第4土曜日は休診です。

平
成
十
三
年
度
（
平
成
十
三
年
四

月
か
ら
平
成
十
四
年
三
月
）
分
の
保

険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

四
月
は
、
平
成
十
三
年
度
分
の
保

険
料
を
市
町
村
の
指
定
金
融
機
関
等

で
納
め
る
こ
と
の
で
き
る
最
後
の
月

で
す
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
の
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、
将
来
受
け
る
老
齢
基
礎

年
金
が
減
額
さ
れ
た
り
、
万
一
の
と

き
の
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
年
金
が

受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

納
め
忘
れ
の
保
険
料
は
か
な
ら
ず

四
月
中
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

口
四
月
は
保
険
料
の
最
終
納
付
月
で
す
一

（

鐸

ナ
I

P

ｊ
ｌ

’
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

国
民
年
金
の
保
険
料
を
一
年
分
、

ま
と
め
て
納
め
る
と
保
険
料
が
割
引

き
さ
れ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
。

こ
れ
を
「
前
納
制
度
」
と
い
い
ま
す
。

こ
の
制
度
を
利
用
す
れ
ば
毎
月
納

め
る
手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ
の
、
心

配
も
あ
り
ま
せ
ん
。

※
前
納
に
つ
い
て
は
、
四
月
中
に
手

続
き
し
て
下
さ
い
。

保
険
料
は
前
納
で
き
ま
す
一

平成14年度

国民年金保険料

I

日
９
１
叩
ｌ
Ｉ
１
１
Ｈ
Ⅱ
ｊ
４
ｂ
Ｉ
９
ｐ
も
ｌ
虻
出
口
Ｌ
Ｉ
Ｌ
卜『

・毎月納付した場合

13,300×12月＝

159,600円

⑲前納した場合

156，770円

2，830円お得

’

精神障害者保健福祉手帳芯どの
由請｡相談の受付窓口の変更について

平成14年4月1日から以下の受付窓口が保健所

から居住する市町村に変わります。

①精神障害者保健福祉手帳の申請・交付

②精神障害者通院医療費公費負担の申請

③精神障害者社会復帰施設やその他の在宅福祉サ
ービスの利用に関する相談

※詳しくは、役場または五所川原保健所にお問い
合わせください。

惨お問い合わせ先

役場・住民福祉課冠62-211l

五所川原保健所窓34-2108

宝くじ助成金て‘

小馬踊り用品一式を購入
平成13年度宝くじ助成金で、脇元・小

馬踊り用品一式を購入しましたc

今後脇元地区で行われる小馬踊りで、

活用されます。

平服13眉
コ
ヨ



(1

市浦村の人口と世帯数平成142.1現在
世 帯数

412

22

83

203

107

258

1．085

大字名

相内

桂川
太田

脇元

磯松

十三

計

前月人口

1，188
61

254

519

301

779

3．098

人口

1，191
61

250

522

300

777

3．101

〆

■

I 事一業主の皆様へ 『

「
４

平成
講座

労働保険の申告･納勾はお済みですか？

平成13年度確定保険料・平成14年度概算保険料の

申告の時期となりました。

保険料申告書の提出及び保険料の納付期限は5月

20日です。お早めにお近くの銀行、郵便局等で手続

きしてください。

なお、申告・納付が同時にできないときには、黒

刷りの申告書は最寄りの労働基準監督署または青森

労働局へ、ふじ色刷りの申告書は青森労働局へそれ

ぞれ提出し、納付についてご相談ください。

bお問い合わせ先青森労働局労働保険徴収室
冠017－734－4145

青森県介護実習・普及センターでは平成14年度の

まどころケア講座受講者を募集しています。

看護・介護に関する知識や技術を学び思いやりの

ある家庭づくり・地域づくりに役立ててみませんか。

【家族介護講座】（時間午前10時～12時）

5月21日（火）「高齢者への接し方と介護」

5月30日（木）「高齢者の口腔ケアと食事の工夫」
※13時終了

6月4日（火）「床ずれの予防と福祉用具の選び方」

7月10日（水）「身体の清潔の実際」

7月17日（水）「排泄ケアの実際」

7月23日（火）「移乗の実際と介護者の腰痛予防」

１
１’

◆対象及び定員

一般県民30名（定員になり次第締め切ります）

【介護体験講座】
◆開催日随時（事前にお申し込みください｡）
◆対象者児童・生徒・学生・一般

◆定員個人、グループで20人くらい

◆内容「高齢者疑似体験」・「家庭介護実習」

「福祉用具体験」

◆時間1講座2時間

◆会場県民福祉プラザ（青森市中央3-20-30）
◆受講料いずれの講座も無料

※動きやすい服装でおいでください。

しお問い合わせ先

県民福祉プラザ3階

「青森県介護実習・普及センター」
冠017-774-3234

※なお、各地で「介護体験講座」をお受けになりた
い方は、最寄りの保健所へお問い合わせください。

蕊

◆経過

㈱みなみ友の会（青森市）が、親会社の自己破産

に伴い平成14年1月11日営業を廃止したことから、

同友の会発行の「お買物券」が使用できなくなって

おり、また、同友の会の「積立金」が返金されなく

なっております。

◆還付

「お買物券｣や｢積立金」は割賦販売法に基づく営

業保証金および前受業務保証金から還付を受けるこ

とができます。

◆手続き

還付を希望される方は平成14年4月24日伽まで下

記あてに申出を行ってください。

し申出・お問い合わせ先

東北経済産業局流通消費課
"022-263-1111(内線51715172)

一県内の交通事故概況
青森県交通対策協議会

、

II 隙電調獅らのお願い東ゴ
２
③
－
４
⑤

年累計

701件

(850）

7人

（8）

飲酒述転による死者1月中

死
着
の

βも

尚 齢者の死者
～65歳以.'-.の人～

701御
(850）

発
生
一
死
者
一
傷
者

カラスの巣づくりの時期になりました。

電柱等に巣づくりしている場合は停電の原因になり

かねません。

見かけましたら下記事業所へ連絡をお願い致しますc

しお問い合わせ先

東北電力㈱五所川原営業所公35-2151

４
㈹
－
２
ｍ

自助111乗耶中の死者

非蒲用死者

7人

(8)

v〆

I
状

f脂
,哩、894人

(l063)

894人

(1‘063）
｜
’ ’蒲用していれば助

かったと思われる人
２
①１

（）内は前年。累計は1月から。
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皆
さ
ん
は
普
段
、
自
分
の
健
康
状
い
、
量
、
に
ご
り
）
を
チ
ェ
ッ
ク
す

態
を
ど
の
よ
う
に
し
て
判
断
し
て
い
る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ま
す
か
？
顔
色
や
食
欲
、
あ
る
い
は
次
に
腎
臓
に
お
こ
る
病
気
で
最
近

体
温
や
血
圧
な
ど
健
康
の
バ
ロ
メ
ー
注
目
さ
れ
て
い
る
病
気
に
つ
い
て
紹

タ
ー
を
知
る
手
段
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
介
し
ま
す
。

ま
す
。
そ
の
中
で
一
番
身
近
で
手
軽

⑳
②
⑬
⑥
④

に
健
康
の
度
合
い
を
判
断
で
き
る
も

の
。
そ
れ
は
〃
尿
〃
で
す
。
前
立
腺
は
男
性
に
し
か
な
い
臓
器

、
０
０
６
０
８
８
８
８
８
Ⅱ
８
９
８
９
９
Ｉ
Ｉ
８
Ｉ
６
１
８
６
Ⅱ
８
月
８
２
日
〃
夕

健康
眉コーーEコー‐画一一巳国画自一一国画、

尿の色･量からI
疑われる病気 ,B

B

参

〃
８
０
８
０
８
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
８
０
０
８
８
０
§
８
０
０
０
０
０
０
０
０
８
０
８
０

尿
は
成
人
で
あ
れ
ば
一
日
一
・
二

～
一
・
五
リ
ッ
ト
ル
排
泄
さ
れ
、
黄

色
～
黄
褐
色
を
し
て
い
ま
す
。
普
段

か
ら
自
分
の
尿
の
状
態
（
色
、
に
お

い
、
量
、
に
ご
り
）
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
こ
と
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

次
に
腎
臓
に
お
こ
る
病
気
で
最
近

注
目
さ
れ
て
い
る
病
気
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

両

泌
尿
識
の
病
認

…
～
前
立
腺
が
ん
に
つ
い
て
～

硯
（

、－国画一一四画ロロ一 回国国一一画 軍国国国匡．画自画函

で
膀
胱
の
下
の
方
に
あ
る
ク
ル
ミ
位

の
大
き
さ
の
臓
器
で
前
立
腺
液
（
精

液
の
成
分
）
を
分
泌
し
て
い
ま
す
。

前
立
腺
は
年
を
と
る
に
し
た
が
っ
て

機
能
が
衰
え
、
五
十
歳
を
過
ぎ
た
あ

た
り
か
ら
前
立
腺
肥
大
症
が
出
現
し

や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
前
立
腺

が
ん
も
急
増
し
て
き
ま
す
。
欧
米
で

は
男
性
の
が
ん
で
一
番
多
い
の
が
前

立
腺
が
ん
（
約
四
十
三
％
）
で
、
日

本
で
も
最
近
、
三
十
年
前
と
比
べ
て

七
倍
も
増
加
し
て
い
る
病
気
で
す
。

原
因
は
食
生
活
の
欧
米
化
と
高
齢
化

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
症
状
は
尿
の

出
が
悪
く
な
る
、
頻
尿
、
残
尿
感
、

排
尿
に
時
間
が
か
か
る
な
ど
で
す
。

治
療
と
し
て
は
、
前
立
腺
を
摘
出
す

る
手
術
療
法
、
放
射
線
療
法
や
ホ
ル

モ
ン
療
法
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

前
立
腺
が
ん
は
早
期
発
見
、
治
療

が
で
き
れ
ば
治
る
可
能
性
が
高
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
前

述
し
た
と
お
り
、
普
段
か
ら
尿
の
状

態
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
を
心
が
け
、

少
し
で
も
お
か
し
い
な
、
と
思
う
こ

と
が
あ
っ
た
ら
自
己
判
断
せ
ず
に
早

め
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
を

お
勧
め
し
ま
す
。

▼
お
誕
生

り
く
と

秋
田
谷
陸
斗
（
相
内
）

り
ん
た
ろ
、
ソ

三
和
鱗
太
郎
（
相
内
）

み
な
み

笹
山
陽
（
脇
元
）

相
馬
ま
ひ
ろ
（
十
三
）

一
諦
田
伽
州
州
一
繩
鋤
一

一
眺
螂
燗
代
州
一
岬
州
一

環
（
十
三
）

一
誹
井

連
玉
（
韓
国
）

一
壼
社
細
世
州
一
蠅
垂
一

一
“
癖
剛
蓉
一
権
杣
一

一
鍛
郷
貯
調
一
稚
砿
一

〈
轆
舳
州
堯
一
Ⅷ
五
一

〈
、

▼
ご
結
遁

孝善豊和

雄和明智

岡木古小古
山

本村川内川⑥
⑧
⑥
③

春
の
使
者
と
い
え
ば
、
色
々
思
い

浮
か
ぶ
と
思
い
ま
す
が
、
今
年
の
春

の
使
者
は
、
少
し
厄
介
な
も
の
だ
っ

た
の
で
は
・
・
・
・

中
国
か
ら
の
西
風
に
乗
っ
て
空
を

黄
色
に
染
め
な
が
ら
飛
来
す
る
「
黄

砂
」
。
日
本
ま
で
の
距
離
約
三
千
キ

ロ
～
四
千
キ
ロ
を
四
日
位
で
飛
来
す

る
そ
う
で
、
今
年
の
黄
砂
は
、
観
測

史
上
最
大
だ
っ
た
と
い
う
報
道
も
。

雨
に
混
じ
っ
た
黄
砂
が
泥
雨
と
も

い
え
る
状
態
で
降
り
、
雨
が
降
り
止

む
と
、
乾
い
た
黄
砂
が
車
を
砂
化
粧
ｃ

爽
や
か
な
春
風
は
歓
迎
す
る
が
、

今
年
の
黄
砂
に
は
う
ん
ざ
り
…
。（

三
不
）

広
報
し
う
ら
二
月
号
十
ペ
ー

ジ
戸
籍
の
窓
「
お
誕
生
」
欄
で

氏
名
の
ふ
り
が
な
に
誤
り
が
あ

り
ま
し
た
の
で
お
詫
び
し
て
訂

正
し
ま
す
。Ｄ

か
、
？
‐
ル
ー

⑬
佐
藤
蝋
人
（
相
内
）
勝
幸

一

は
や
と

⑮
佐
藤
唄
人
（
相
内
）
勝
幸

⑤ お
詫
び
と
訂
正

▼
お
く
や
み

芳
吉
（
太

正
子
（
十

ひ
さ
子
（
脇

文
彦
（
桂

豊
治
（
相⑳
内川元三田
一一一…ー③
5248626186

歳歳歳歳歳

悪
？
３
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